
ク
ロ
ダ
イ
ト
　

７
月

日
付

黒
田
晃
正
氏
が
社
長
に

黒田新社長

技
術
向
上
で
差
別
化
を

千
葉
管
連
総
会
　

研
修
施
設
を
活
用

臼倉会長

千
歳
市
で
φ

の
管
路
Ｄ
Ｂ

栗
本
ほ
か
特
定
Ｊ
Ｖ
　

基
本
契
約
を
締
結

エポ粉体塗装ダクタイル鉄管

国内初　φ量産可能に
栗本鐵工所

新開発の呼び径

業
務
改
善
へ

Ａ
Ｉ
を
研
究

設
備
業
Ｄ
Ｘ
推
進
会
総
会

全管連　藤川会長

下水道展を視察
松原部長と意見交換

左
か
ら
藤
川
会
長
松
原
部
長

重
要
性
増
す
配
水
池
管
理

水
中
ロ
ボ

ト
協
会
総
会

田中会長

実
験
で
導
入
手
続
き
整
理

Ｕ
Ｖ

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ⅱ
　

成
果
の
方
向
固
め
る

神子委員長

水中ロボットの展示

丸
紅
管
路
Ａ
Ｍ
支
援
を
展
開

Ａ
Ｉ
破
損
予
測
　

仙
台
市
か
ら
業
務
受
託

各
国
で
実
績
　

現
場
力
に
強
み

丸紅が手掛ける主な水事業
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◎
静
岡
事
務
所
を
開
設
　

ド

コ
ン
◎
　
ド

コ
ン
は

１
日

静
岡
事
務
所
を
開
設

し
た
住
所
等
は
次
の
通
り


〒
４
２
０

０
８
５
２
　
静

岡
市
葵
区
紺
屋
町


１
　

電
話
０
５
４
︵
６
８
６
︶
５

５
１
５

　
◎
豊
橋
事
務
所
を
開
設
　

三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
◎
　

　
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

１
日

豊
橋
事
務
所
を
開
設

し
た
住
所
等
は
次
の
通
り


〒
４
４
１

８
０
１
９
　
豊

橋
市
花
田
町
越
水
１
４
３


７
　
電
話
０
５
３
２︵
２
１
︶

６
５
０
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
６
５

０
８

　
千
葉
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
は
６
月

日

千

葉
市
内
で
第

回
通
常
総
会

を
開
き

今
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
を
決
定
し
た

連
合

会
組
織
を
生
か
し
会
員
組
合

の
地
元
事
業
体
と
の
連
携
強

化
を
図
る
と
と
も
に

一
層

の
技
術
・
技
能
向
上
を
推
し

進
め

未
加
入
事
業
者
と
の

差
別
化
を
進
め
る
方
針


　
具
体
的
に
は
千
葉
県
水
道

技
術
研
修
セ
ン
タ

を
活
用

し

日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

協
会
に
よ
る
継
手
接
合
研
修

会

給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
試
験
の
受
験
準
備
講
習

会

配
管
技
能
検
定
会
な
ど

を
開
催
す
る

千
葉
県
建
築

設
備
高
等
技
術
専
門
校
の
訓

練
内
容
の
充
実
も
図
る


　
臼
倉
進
会
長
は
﹁
わ
れ
わ

れ
は
安
全
安
心
な
水
を
供
給

し
続
け
る
た
め

水
道
事
業

者
と
一
体
と
な

て
取
組
み

を
進
め
る
役
割
を
担

て
い

る

災
害
が
あ

た
際
に
は

事
業
者
の
方
に
﹃
配
水
管
の

復
旧
は
組
合
に
任
せ
る
の
が

一
番
﹄
と
言

て
い
た
だ
け

る
よ
う
日
頃
か
ら
備
え
る
﹂

な
ど
と
あ
い
さ
つ

イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
説
明
会
の
開
催


Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録
促
進
な

ど

組
合
活
動
の
一
層
の
充

実
に
意
欲
を
示
し
た


　
ク
ロ
ダ
イ
ト
の
代
表
取
締

役
社
長
に
前
取
締
役
営
業
統

括
本
部
長
の
黒
田
晃
正
氏
が

７
月

日
付
で
就
任
し
た


前
代
表
取
締
役
社
長
の
黒
田

勝
基
氏
は
取
締
役
相
談
役
に

就
い
た


　
︻
黒
田
晃
正
︵
く
ろ
だ
・

あ
き
ま
さ
︶
氏
の
略
歴
︼
コ

ロ
ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ

校
大

学
院
修
了

建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
で
約

年
間
に

わ
た
り
下
水
道
計
画
設
計
業

務
を
経
験
し
た
後

２
０
１

４
年
１
月
ク
ロ
ダ
イ
ト
入

社

開
発
部
部
長

執
行
役

員
新
事
業
開
拓
本
部
長

取

締
役
営
業
統
括
本
部
長

取

締
役
経
営
戦
略
本
部
長
な
ど

を
歴
任
し

今
年
７
月

日

か
ら
代
表
取
締
役
社
長

１

９
７
７
年
生
ま
れ


　
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
藤
川
幸
造
会
長
は

１
日

札
幌
ド

ム
で
４
日

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
﹁
下

水
道
展
２
０
２
３
札
幌
﹂
を

視
察
し
た

あ
わ
せ
て
国
土

交
通
省
下
水
道
部
の
松
原
誠

部
長
と
懇
談
し

昨
年
度
か

ら
行

て
き
た
行
政
移
管
に

関
す
る
要
望
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た


　
国
の
水
道
行
政
移
管
に
よ

る
国
交
省
の
上
下
水
道
一
体

所
掌
を
来
年
４
月
に
控
え


今
回
の
下
水
道
展
は
水
道
界

・
下
水
道
界
の
連
携
の
機
運

が
高
ま
る
中
で
の
開
催
と
な


た

約
３
０

０
の
企
業
・
団

体
が
出
展
し


来
場
者
に
と


て
は
大
き
な
転

換
点
に
立
つ
業

界
の
動
向
に
触

れ
る
場
と
な


て
い
た


　
丸
紅
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
管
路
更
新
計
画
の
策
定
支
援
に
つ
い
て

国
内
事
業
体
向

け
の
サ

ビ
ス
提
供
を
本
格
化
さ
せ
る

仙
台
市
水
道
局
か
ら
今
年
度
受
託
し
た
﹁
水

道
管
路
ア
セ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
業
務
﹂
は

水
道
管
１
本
ご
と
の
想
定
使
用
年

数
を
評
価
し
た
上
で

長
期
的
な
更
新
需
要
の
見
通
し
や
更
新
事
業
の
効
果
を
算
出
す

る
国
内
初
の
取
組
み
に
な
る

ベ

ス
に
な
る
の
は
海
外
子
会
社
が
開
発
し
た
破
損
確

率
予
測
の
技
術
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

丸
紅
グ
ル

プ
は
こ
れ
を
各
国
の
事
業
運
営
な
ど

で
自
ら
使
い

現
場
感
覚
を
取
り
込
み
な
が
ら
改
良
し
て
き
た
と
い
う


　
日
本
水
中
ロ
ボ

ト
調
査

清
掃
協
会
は
６
月

日

札

幌
市
内
で
第
８
回
定
時
会
員

総
会
を
開
催
し
た


　
あ
い
さ
つ
し
た
田
中
芳
章

会
長︵
札
幌
施
設
管
理
社
長
︶

は

全
国
約
３
万
５
０
０
０

の
配
水
池
の
合
計
有
効
容
量

３
６
６
９
万
立
方

は
東
京

ド

ム
約

杯
分

国
民
の

約
半
日
分
の
水
道
水
に
相
当

す
る
こ
と
を
紹
介

﹁
一
度

も
池
の
中
や
底
を
見
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
事
業
体
も
い

ら

し

る
が

厚
生
労
働

省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
５

年
に
一
度
の
点
検
が
明
記
さ

れ
て
い
る

水
道
施
設
を
安

全
に
維
持
管
理
す
る
技
術
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な

て
お

り

協
会
と
し
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
や
技
術
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
﹂
と
意
気
込
み
を

述
べ
た

６
月
に
発

刊
し
た
﹁
水
中
ロ
ボ


ト
調
査
清
掃
技
術

指
針
２
０
２
３
﹂
に

も
言
及
し
た


　
来
賓
か
ら
は
北
海

道
環
境
生
活
部
環
境

保
全
局
の
岡
田
朋
子

水
道
担
当
課
長
と
札

幌
市
水
道
局
の
住
友

寛
明
浄
水
担
当
部
長

が
あ
い
さ
つ

総
会
で
は
昨

年
度
の
事
業
・
決
算
報
告


今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を

審
議
し
す
べ
て
了
承
し
た


役
員
改
選
で
は
８
人
の
理
事

と
監
事
・
顧
問
各
２
人
を
選

任

田
中
会
長
の
再
任
な
ど

を
決
め
た


　
終
了
後
に
は
北
海
道
大
学

公
共
政
策
大
学
院
の
石
井
吉

春
客
員
教
授
に
よ
る
特
別
公

演
が
行
わ
れ
た

テ

マ
は

﹁
公
共
施
設
の
維
持
更
新
を

考
え
る
﹂
会
場
内
に
展
示

さ
れ
た
水
中
ロ
ボ

ト
の
実

機
も
関
心
を
集
め
て
い
た


　
栗
本
鐵
工
所
を
代
表
企
業

と
す
る
特
定
Ｊ
Ｖ
︵
栗
本
・

舞
鶴
・
新
栄
・
日
水
コ
ン
特

定
共
同
企
業
体
︶
は

千
歳

市
水
道
局
か
ら
設
計
・
施
工

一
括
発
注
方
式︵
Ｄ
Ｂ
方
式
︶

に
よ
る
﹁
︵
５
︶
美
々
地
区

外
水
道
整
備
事
業
﹂
を
受
注

し

６
月

日
付
で
基
本
契

約
を
締
結
し
た

Ｇ
Ｘ
形
ダ

ク
タ
イ
ル
鉄
管
等
を
使
用

し

耐
災
害
性
お
よ
び
維
持

管
理
性
の
高
い
管
路
を
約
４

・
７


に
わ
た
り
整
備
す

る

概
算
契
約
金
額
は
約


億
８
４
０
０
万
円

事
業
期

間
は
令
和
７
年
５
月

日
ま

で
栗
本
鐵
工
所
に
よ
る
と


Ｄ
Ｂ
方
式
に
よ
る
管
路
布
設

事
例
は
北
海
道
内
で
初


　
管
路
に
つ
い
て
は
φ
４
５

０

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
を

開
削
工
法
で
４
５
８
０



推
進
工
法
で
１
２
０

整
備

す
る

ま
た
機
械
装
置
と
し

て
流
量
制
御
用
の
電
動
式
バ

ル
ブ
１
基
を
据
え
付
け
る


　
同
局
は

新
千
歳
空
港
に

近
接
す
る
工
業
団
地
﹁
千
歳

美
々
ワ

ル
ド
﹂
で
の
第
二

期
区
域
の
造
成
に
伴
い

設

計
と
施
工
期
間
の
遵
守
の
ほ

か

実
績
に
基
づ
い
た
設
計

か
ら
施
工
ま
で
の
一
貫
し
た

工
程
管
理

品
質
管
理

安

全
管
理

全
体
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
期
待
で
き
る
Ｄ
Ｂ
方
式

を
導
入
し
た


　
水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ


︵
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
︶は
６
月

日


紫
外
線
処
理
の
適
用
拡
大
に

向
け
た
研
究
﹁
第
２
期
Ｕ
Ｖ


Ａ
Ｃ
Ｅ
﹂
の
第
３
回
委
員

会
を
開
き

委
員
ら
が
進
捗

を
報
告
し
た

年
度
末
に
取

り
ま
と
め
る
成
果
の
柱
は


実
際
の
浄
水
場
を
対
象
と
し

て
作
成
し
た
導
入
検
討
例

︵
ケ

ス
ス
タ
デ

︶
と


導
入
に
係
る
手
続
き
の
整
理

に
な
る

今
後
は
﹁
導
入
時

の
認
可
変
更
の
た
め
に
必
要

な
実
証
実
験
﹂
を
明
確
化
す

る
べ
く

実
験
に
よ

て
副

生
成
物
の
発
生
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
方
針


　
第
２
期
Ｕ
Ｖ

Ａ
Ｃ
Ｅ

︵

紫
外
線
水
処
理
技
術
適

用
拡
大
プ
ロ
ジ

ク
ト
︶
で

は

令
和
元
年
の
Ｕ
Ｖ
処
理

に
関
す
る
省
令
・
指
針
の
改

正
な
ど
を
踏
ま
え

導
入
時

の
課
題
解
消
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る

第
１
期
で
も
実
施

し
た
ケ

ス
ス
タ
デ

は


浄
水
場
の
平
面
図
や
水
位
高

低
図
な
ど
を
も
と
に
﹁
Ｕ
Ｖ

設
備
を
導
入
す
る
と
し
た

ら
﹂
と
い
う
設
計
事
例
を
作

成
す
る
も
の

第
２
期
は
６

件
の
作
成
を
予
定
す
る


　
一
方
の
導
入
手
続
き
に
つ

い
て
は

小
規
模
事
業
体
の

利
用
を
想
定
し
つ
つ

変
更

認
可
申
請
の
流
れ
な
ど
を
整

理
し
て
き
た

さ
ら
に
導
入

時
の
実
証
実
験
・
測
定
項
目

に
着
目
し

文
献
調
査
と
実

験
の
準
備
を
進
め
て
い
る


　
変
更
認
可
申
請
時
に
は


塩
素
注
入
の
後
段
に
Ｕ
Ｖ
処

理
設
備
を
導
入
す
る
場
合


副
生
成
物
を
確
認
す
る
た
め

に
臭
素
酸
の
測
定
と
デ

タ

提
出
が
求
め
ら
れ
る

し
か

し
導
入
済
み
事
業
体
へ
の
調

査
な
ど
か
ら

臭
素
酸
以
外

に
も
多
数
の
項
目
を
測
定
し

た
り

塩
素
注
入
の
前
段
に

導
入
す
る
場
合
も
実
証
実
験

を
行

て
い
た
り
と

対
応

に
事
業
体
ご
と
の
ば
ら
つ
き

が
あ
る
こ
と
が
わ
か

た


そ
こ
で
研
究
で
は

事
業
体

が

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

実
証
実
験
や
測
定
項

目
の
明
示
を
目
指
す


　
会
合
で
は
今
後
の
実
験
に

つ
い
て

学
識
者
委
員
か
ら

﹁
一
つ
の
測
定
項
目
に
対
し

て

紫
外
線
吸
光
度
や
ｐ
Ｈ

な
ど
の
異
な
る
条
件
を
与
え

ら
れ
る
と
よ
り
良
い
﹂
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

た


神
子
直
之
委
員
長
︵
立
命
館

大
学
教
授
︶
は
﹁
こ
れ
か
ら

は
具
体
化
の
フ


ズ
﹂
で

あ
る
と
し
﹁
ど
れ
だ
け
事
業

体
の
手
間
を
減
ら
せ
る
か
﹂

と
い
う
ミ

シ

ン
を
意
識

し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
述
べ
た


　
全
国
設
備
業
Ｄ
Ｘ
推
進
会

は
６
月

日
に
第
８
回
定
時

総
会
を
開
き

第
７
期
の
活

動
報
告
や
第
８
期
の
活
動
計

画
案
な
ど
を
承
認
し
た
上

で

各
委
員
会
が
詳
細
な
報

告
を
行

た

今
期
は
六
つ

目
の
委
員
会
と
な
る
﹁
働
き

方
改
革
推
進
委
員
会
﹂
を
発

足
さ
せ

業
務
改
善
や
経
営

力
向
上
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
活
用

の
研
究
な
ど
に
取
り
組
む


　
千
田
新
一
会
長
︵
協
栄
電

工
代
表
取
締
役
︶
に
よ
る
あ

い
さ
つ
の
後

井
上
英
明
代

表
理
事
︵
石
田
デ

タ
サ


ビ
ス
代
表
取
締
役
︶
が
第
７

期
・
８
期
の
活
動
に
つ
い
て

説
明

昨
期
は
設
備
業
の
共

通
Ｅ
Ｄ
Ｉ
︵

商
取
引
の
た

め
の
電
子
デ

タ
交
換
の
仕

組
み
︶
構
築
に
向
け
て

仕

様
検
討
や
詳
細
設
計

実
証

実
験
を
実
施
し
た

設
備
業

Ｄ
Ｘ
を
支
援
す
る
ウ

ブ
サ

イ
ト
も
充
実
さ
せ
た


　
今
期
は
﹁
設
備
業
界
で
の

働
き
方
を
デ
ジ
タ
ル
で
改
革

す
る

最
新
技
術
を
生
か
し

た
新
た
な
働
き
方
を
提
案


﹂を
ス
ロ

ガ
ン
に
掲
げ


既
存
の
５
委
員
会
︵
設
備
業

Ｄ
Ｘ
推
進
委

消
防
防
災
Ｄ

Ｘ
推
進
委

設
備
共
通
Ｅ
Ｄ

Ｉ
推
進
委

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
委


バ
リ


ア

プ
委
︶
に
働

き
方
改
革
推
進
委
員
会
を
加

え
て
事
業
を
推
進
す
る

さ

ら
に
﹁
改
正
労
働
基
準
法
に

適
応
で
き
る
働
き
方
改
革
の

推
進
﹂﹁
Ａ
Ｉ
を
含
む
最
新

技
術
の
研
究
﹂
を
主
要
施
策

に
追
加
し

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改
善
の

研
究
な
ど
に
取
り
組
む


　
総
会
後
の
講
演
会
で
は


ア
ス
テ
リ
ア
︵
本
社

東
京

・
渋
谷
区
︶
の
中
山
五
輪
男

Ｃ
Ｘ
Ｏ
が
﹁
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
と
ノ

コ

ド
が
創
り
出

す
新
た
な
Ｄ
Ｘ
の
世
界
﹂
を

テ

マ
に
講
演
し
た


　
仙
台
市
の
委
託
業
務
は
▽

管
路
の
老
朽
度
評
価
▽
管
路

ご
と
の
想
定
使
用
年
数
設
定

▽
老
朽
化
管
路
延
長
の
見
通

し
▽
重
要
度
と
更
新
優
先
度

の
評
価
▽
更
新
需
要
見
通
し

と
更
新
事
業
効
果
の
算
出


を
行
う
も
の

事
業
者

選
定
は
上
限
額
を
６
５
０
０

万
円
と
す
る
公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
で
行
わ
れ

６
事
業

者
か
ら
丸
紅
が
選
ば
れ
た


　
対
象
と
な
る
管
路
延
長
は

約
４
５
０
０


で

同
社

に
よ
る
と
類
似
の
サ

ビ
ス

で
は
国
内
最
長
に
な
る
と
い

う

履
行
期
間
は
６
月

日

か
ら
来
年
３
月

日
ま
で


　
実
施
に
当
た

て
は

丸

紅
が
２
０
１
９
年
に
完
全
子

会
社
化
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
・

Ａ
Ｇ
Ｓ
社
の
管
路
更
新
最
適

化
サ

ビ
ス
﹁
イ
ン
フ
ラ
ワ

イ
ズ
﹂
を
活
用
す
る

こ
の

サ

ビ
ス
は

管
路
情
報
と

過
去
の
破
損
履
歴

埋
設
環

境
の
ビ

グ
デ

タ
を
Ａ
Ｉ

で
分
析
し

将
来
的
な
管
路

の
破
損
確
率
を
導
き
出
す


丸
紅
の
担
当
者
に
よ
る
と


予
測
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
際

の
学
習
デ

タ
は

量

以

上
に

質

が
重
要
に
な
る

が

現
場
と
の
す
り
合
わ
せ

を
繰
り
返
し
て
き
た
イ
ン
フ

ラ
ワ
イ
ズ
は
﹃
破
損
に
関
連

す
る
要
素
﹄
の
取
捨
選
択
に

優
れ
て
い
る
と
い
う


　
Ａ
Ｇ
Ｓ
社
は
同
国
最
大
の

民
間
水
道
会
社
で

国
内
で

首
都
リ
ス
ボ
ン
な
ど

件


ブ
ラ
ジ
ル
で
２
件
の
上
下
水

道
事
業
運
営
︵
コ
ン
セ

シ


ン
／
官
民
共
同
企
業
体
︶

を
手
掛
け
る
ほ
か

施
設
の

Ｏ
＆
Ｍ

事
業
改
善
の
た
め

の
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ

自

社
開
発
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
サ


ビ
ス
な
ど
を
各
国
に
提
供

し
て
い
る


年
超
に
わ
た

る
事
業
運
営
の
経
験
か
ら


顧
客
目
線
に
立

た
無
収
水

改
善
や
ア
セ

ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
支
援

現
場
ノ
ウ
ハ

ウ
の
詰
ま

た
分
析
ツ

ル

な
ど
に
強
み
を
持
つ


　
丸
紅
は
総
合
商
社
と
し
て

各
国
で
水
事
業
を
展
開
し


上
下
水
道
に
関
す
る
①
コ
ン

セ

シ

ン
や
Ｂ
Ｏ
Ｔ
／
Ｂ

Ｏ
Ｏ
な
ど
の
投
資
②
操
業
改

善
サ

ビ
ス
の
提
供
③
建
設

工
事
・
維
持
管
理


や
海

水
淡
水
化

発
電
造
水
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る

世
界

全
体
で
見
る
と

事
業
対
象

と
な
る
管
路
は
上
水
２
万



・
下
水
１
万



供
給

量
は
１
日
当
た
り
８
０
０
万

立
方

に
上
る

人
口
ベ


ス
で
は
２
５
０
０
万
人
に
サ


ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

が

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
で
①
の


ま
た
日
本
を
含
め
て
②
の
地

域
拡
大
を
図
り

２
０
３
０

年
ま
で
に
５
０
０
０
万
人
へ

の
倍
増
を
目
指
す
と
い
う


　
栗
本
鐵
工
所
は

大
口
径

ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
の
内
面
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
粉
体
塗
装
技
術

を
確
立
し

国
内
で
初
め
て

呼
び
径
１
６
５
０
の
量
産
体

制
を
整
え
た

従
来
の
呼
び

径


１
５
０
０
か
ら
ラ
イ

ン
ア

プ
を
拡
充
し
た
形
に

な
る

す
で
に
下
水
道
分
野

で
は
採
用
実
績
が
あ
り

今

後
は
水
道
分
野
や
新
規
市
場

に
も
展
開
を
図

て
い
く


技
術
開
発
の
経
緯
な
ど
に
つ

い
て
は

月
の
日
本
水
道
協

会
全
国
会
議
︵
水
道
研
究
発

表
会
︶
で
報
告
す
る
予
定


　
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
の
内
面

に
は
防
食
性
を
高
め
る
た
め

の
塗
装
が
施
さ
れ
て
お
り


仕
様
と
し
て
は
モ
ル
タ
ル
ラ

イ
ニ
ン
グ
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

粉
体
塗
装
の
２
種
類
が
あ

る

こ
の
う
ち
エ
ポ
粉
体
塗

装
は
耐
久
性
や
水
質
衛
生
性

に
優
れ

１
９
７
０
年
代
に

実
用
化
さ
れ
て
以
来

特
に

水
道
分
野
で
実
績
を
伸
ば
し

て
き
た

硫
酸
腐
食
に
対
す

る
優
れ
た
耐
食
性
が
実
証
さ

れ
た
こ
と
で


年
代
か
ら

は
硫
化
水
素
対
策
が
必
要
な

下
水
道
管
路
な
ど
で
も
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な

た


　
栗
本
鐵
工
所
は
内
面
エ
ポ

粉
体
塗
装
仕
様
の
大
口
径
管

に
つ
い
て

国
内
直
管
メ


カ

で
唯
一

呼
び
径
１
５

０
０
ま
で
の
量
産
に
対
応
し

て
い
た

近
年
で
は
内
面
塗

装
の
施
工
が
難
し
い
小
口
径

管
に
つ
い
て
も
独
自
の
塗
装

技
術
を
構
築
し

呼
び
径


の
量
産
を
可
能
と
し
た


　
そ
の
後
も
さ
ら
な
る
大
口

径
化
の
需
要
に
応
え
る
べ

く

長
年
に
わ
た
り
培

て

き
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
開
発
を
進
め

昨
年

度
に
新
た
な
塗
装
技
術
を
確

立

呼
び
径
１
６
５
０
の
量

産
体
制
を
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

メ

カ

と
し
て
初
め
て
実

現
し

本
格
的
に
供
給
を
開

始
す
る
こ
と
と
な

た



